
平成™š年�月™˜日 火曜日 第œœŸ—号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
岡
崎
市

真
伝
町
字
大
山
一
九（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

一
九
の
二
、
一
九
の
八

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
愛
知
県
庁
及

び
岡
崎
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
北
牟
婁

郡
紀
北
町
紀
伊
長
島
区
東
長
島
字
井
戸
谷
一
三
五
一
の

二
か
ら
一
三
五
一
の
四
ま
で
・
一
三
五
八
の
二
・
一
三

五
九
の
二
・
一
三
六
三
の
七
・
一
三
六
四
の
六
・
一
三

六
五
の
三
（
以
上
八
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）、
一
三
五
七
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
三
重
県
庁
及

び
紀
北
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
百
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
一
般
国
道
の
改
築
工
事
を
本
局
長
に
お

い
て
次
の
と
お
り
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
一
日

東
北
地
方
整
備
局
長

徳
山
日
出
男

路

線

名

工

事

区

間

工
事
の
種
類

工
事
開
始
の
期
日

百

十

五

号

伊
達
市
霊
山
町
石
田
字
五
束
刈
か
ら
同
市
霊
山
町
下
小

国
字
山
岸
ま
で

改

築

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十

一
日

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
区
間
に
対
応
す
る
本
路

線
（
以
下
「
現
道
」
と
い
う
。）は
、
自
動
車
交
通

量
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
車
線
の
道
路
で

あ
る
こ
と
か
ら
交
通
容
量
が
不
足
し
て
お
り
、
さ

ら
に
沿
道
に
は
第
二
次
救
急
医
療
機
関
で
あ
る
姫

路
赤
十
字
病
院
や
消
防
署
な
ど
が
立
地
し
て
お

り
、
救
急
車
や
消
防
車
な
ど
の
緊
急
車
両
の
迅
速

な
通
行
の
確
保
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
慢
性
的
な
交
通
混
雑
や
渋
滞
が
発
生

し
、
交
通
事
故
も
多
発
し
て
い
る
な
ど
、
安
全
か

つ
円
滑
な
交
通
が
阻
害
さ
れ
、
主
要
幹
線
道
路
と

し
て
の
機
能
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
。

平
成

1
7年
度
の
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
に
よ
る

と
、
現
道
の
自
動
車
交
通
量
は
、
姫
路
市
下
手
野

町
地
内
で
3
1¶
9
7
1台
／
日
、混
雑
度
は
2•
3
0と
な
っ

て
い
る
。

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
八
十
六
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

上
総

周
平

第
１
起
業
者
の
名
称
兵
庫
県

第
２
事
業
の
種
類
一
般
国
道
２
号
改
築
工
事
（
姫
路

西
拡
幅
・
兵
庫
県
姫
路
市
下
手
野
一
丁
目
及
び
下
手

野
二
丁
目
地
内
）

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
兵
庫
県
姫
路
市
下
手
野
一
丁
目
及

び
下
手
野
二
丁
目
地
内

２
使
用
の
部
分
な
し

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
2
0

条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る

た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
百
二
十
三
号

水
路
業
務
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
号
）
第
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
路
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
一
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

一

水
路
測
量
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
住
所

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

神
奈
川
県
横
須
賀
市
夏
島
町
二
番
地
一
五

二

水
路
測
量
を
実
施
す
る
区
域
及
び
期
間

イ

区
域

Ë

北
緯
三
三
度
二
〇
分
、
北
緯
三
三
度
四
八
分
、

東
経
一
三
六
度
二
〇
分
、
東
経
一
三
六
度
五
〇
分

の
各
経
緯
度
線
で
囲
ま
れ
る
海
域

ô

北
緯
三
三
度
五
〇
分
、
北
緯
三
四
度
三
〇
分
、

東
経
一
三
八
度
一
〇
分
、
東
経
一
三
八
度
四
〇
分

の
各
経
緯
度
線
で
囲
ま
れ
る
海
域

ã

北
緯
三
四
度
三
五
分
、
北
緯
三
四
度
五
五
分
、

東
経
一
三
八
度
三
〇
分
、
東
経
一
三
八
度
四
三
分

の
各
経
緯
度
線
で
囲
ま
れ
る
海
域

ß

北
緯
三
四
度
五
〇
分
、
北
緯
三
五
度
一
四
分
、

東
経
一
三
九
度
一
一
分
、
東
経
一
三
九
度
三
二
分

の
各
経
緯
度
線
で
囲
ま
れ
る
海
域

ç

北
緯
三
三
度
二
〇
分
、
北
緯
三
三
度
五
〇
分
、

東
経
一
三
五
度
、
東
経
一
三
五
度
三
〇
分
の
各
経

緯
度
線
で
囲
ま
れ
る
海
域
（
陸
域
を
除
く
）

ロ

期
間

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
一
日
か
ら
平
成

二
十
三
年
七
月
三
日
ま
で

三

水
路
測
量
の
実
施
方
法

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
測
位
、
マ

ル
チ
ビ
ー
ム
音
響
測
深
機
に
よ
る
海
底
地
形
調
査

四

航
行
船
舶
に
対
す
る
安
全
処
置

イ

水
路
測
量
に
従
事
す
る
船
舶
は
、
水
路
業
務
法
施

行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
運
輸
省
令
第
五
十
五
号
）

第
六
条
に
定
め
る
標
識
を
掲
揚

ロ

三
管
区
水
路
通
報
第
二
十
三
号
（
平
成
二
十
三
年

六
月
十
七
日
発
行
）、
四
管
区
水
路
通
報
第
二
十
四

号
（
平
成
二
十
三
年
六
月
十
五
日
発
行
）、
五
管
区

水
路
通
報
第
二
十
三
号
（
平
成
二
十
三
年
六
月
十
七

日
発
行
）

３
法
第
2
0条
第
３
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

一
般
国
道
２
号
（
以
下
「
本
路
線
」
と
い
う
。）

は
、
大
阪
府
大
阪
市
内
を
起
点
と
し
、
兵
庫
県
神

戸
市
、
姫
路
市
、
広
島
県
広
島
市
等
の
瀬
戸
内
海

沿
岸
の
主
要
都
市
を
経
由
し
て
、
福
岡
県
北
九
州

市
内
を
終
点
と
す
る
総
延
長
約

6
6
9
›
の
主
要
幹

線
道
路
で
あ
る
。

姫
路
市
内
に
お
け
る
本
路
線
は
、
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅

や
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
国
宝
姫
路
城
が
位
置
す

る
市
の
中
心
部
と
そ
の
東
西
に
広
が
る
市
街
地
を

結
ぶ
主
要
幹
線
道
路
と
し
て
日
常
生
活
等
に
重
要

な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、「
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
計
画
」
に
お
い
て
第
１
次
緊
急
輸
送
道

路
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道

路
の
耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
地

震
時
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

１
法
第
2
0条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
兵
庫
県
姫
路
市
西
今
宿
三

丁
目
地
内
か
ら
同
市
青
山
二
丁
目
地
内
ま
で
の
延
長

2¶
1
2
0ｍ
の
区
間
（
以
下「
本
件
区
間
」と
い
う
。）を

全
体
計
画
区
間
と
す
る
「
一
般
国
道
２
号
改
築
工
事

（
姫
路
西
拡
幅
）」（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）

の
う
ち
、
上
記
の
起
業
地
に
係
る
部
分
で
あ
る
。

本
件
事
業
は
、
道
路
法
（
昭
和

2
7年
法
律
第

1
8
0

号
）
第
３
条
第
２
号
に
掲
げ
る
一
般
国
道
に
関
す
る

事
業
で
あ
り
、
法
第
３
条
第
１
号
に
掲
げ
る
道
路
法

に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
１
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２
法
第
2
0条
第
２
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

本
件
事
業
は
、
道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
昭
和

3
9年
法
律
第

1
6
3号
）
附
則
第
３
項
の
規
定

に
基
づ
く
一
般
国
道
の
改
築
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件

区
間
は
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令

（
昭
和

3
3年
政
令
第

1
6
4号
）
に
よ
る
指
定
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
及
び
兵
庫
県
内
に
存
す
る
こ
と
か

ら
、
道
路
法
第
1
3条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
兵
庫
県

が
道
路
管
理
者
と
な
る
。こ
れ
ら
の
こ
と
な
ど
か
ら
、

起
業
者
で
あ
る
兵
庫
県
は
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る

充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
２
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。
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